


































































































































































番号 五段動詞 ─ａられ ─ａれられ ─ｅられ 計
1 選ぶ 53 8 422 483
2 動かす 7 1 391 399
3 活かす 0 0 336 336
4 包む 4 16 311 331
5 楽しむ 1 0 288 289
6 出す 37 5 243 285
7 過ごす 2 1 246 249
8 取る 2 68 154 224
9 気に入る 0 1 193 194
10 作る 10 5 154 169
11 回す 11 4 99 114
12 合う 57 2 54 113
13 伺う 0 0 113 113
14 使う 25 1 84 110
15 振る 0 1 104 105
16 思う 23 6 74 103
17 知る 3 4 85 92
18 やる 24 10 57 91
19 行く 10 1 79 90
20 買う 8 0 76 84
21 売る 0 1 76 77
22 折る 0 0 74 74
23 頂く 1 0 66 67
24 押す 33 22 7 62
25 書く 9 0 51 60
番号 五段動詞 ─ａられ ─ａれられ ─ｅられ 計
26 送る 4 3 50 57
27 貰う 3 0 51 54
28 話す 0 2 51 53
29 成る 10 8 34 52
30 扱う 17 3 30 50
31 怒る 6 7 37 50
32 探す 0 0 50 50
33 騒ぐ 48 0 2 50
34 断る 5 5 39 49
35 払う 37 2 9 48
36 行う 36 2 9 47
37 開く 43 1 2 46
38 受け取る 0 3 42 45
39 釣る 1 4 40 45
40 直す 5 1 39 45
41 限る 8 2 34 44
42 迫る 4 1 39 44
43 焼く 4 0 38 42
44 遊ぶ 2 3 35 40
45 進む 3 0 37 40
46 外す 0 1 39 40
47 戻す 1 0 37 38
48 飾る 3 3 31 37
49 刺す 27 1 7 35



























番号 上一段動詞 ─らられ ─られられ ─れられ 計
1 見る 8 15 206 229
2 感じる 12 35 56 103
3 信じる 7 23 33 63
4 用いる 0 2 37 39
5 居る 0 12 11 23
6 借りる 2 0 20 22
7 報じる 3 4 8 15
8 着る 0 2 12 14
9 強いる 1 1 11 13
10 生きる 4 0 8 12
11 いじる 3 0 9 12
12 演じる 0 1 8 9
13 ねじる 0 0 9 9
番号 上一段動詞 ─らられ ─られられ ─れられ 計
14 降りる 0 1 4 5
15 命じる 2 0 3 5
16 禁じる 1 0 3 4
17 論じる 2 0 1 3
18 軽んじる 1 1 0 2
19 講じる 0 0 1 1
20 試みる 1 0 0 1
21 先んじる 1 0 0 1
22 閉じる 1 0 0 1
23 任じる 0 0 1 1
24 延びる 0 0 1 1





















番号 下一段動詞 ─らられ ─られられ ─れられ 計
1 食べる 18 22 481 521
2 考える 31 106 303 440
3 あげる 29 12 229 270
4 受ける 8 22 190 220
5 伝える 12 32 66 110
6 助ける 5 5 88 98
7 与える 15 14 64 93
8 掛ける 5 11 45 61
9 堪える・耐える 3 21 23 47
10 答える 9 11 26 46
11 調べる 6 6 32 44
12 出る 2 3 36 41
13 超える・越える 3 13 23 39
14 覚える 1 6 31 38
15 捨てる 1 5 29 35
16 集める 6 4 24 34
17 抑える 4 8 20 32
18 得る 8 12 11 31
19 乗り越える 3 11 17 31
20 支える 3 5 23 31
番号 下一段動詞 ─らられ ─られられ ─れられ 計
21 迎える 3 5 21 29
22 育てる 1 12 16 29
23 寄せる 7 9 12 28
24 変える 4 2 18 24
25 寝る 1 4 19 24
26 並べる 1 3 20 24
27 教える 1 4 18 23
28 換える 8 7 8 23
29 比べる 5 2 15 22
30 捉える 6 4 8 18
31 投げる 1 4 13 18
32 乗せる 3 1 14 18
33 鍛える 1 5 11 17
34 替える 1 10 6 17
35 さげる 2 0 15 17
36 任せる 0 8 9 17
37 載せる 2 3 10 15
38 訴える 3 4 6 13
39 間違える 0 7 5 12



































カ変動詞未然形 ─らられ ─られられ ─れられ 計


































































サ変動詞未然形 ─られ ─らられ ─られられ ─れられ 計
さ 397 1 0 143 541
し ─ 0 0 38 38





















意味語 受身 尊敬 自発 可能 計
選べられ 21 3 0 459 483
選ばられ 47 3 0 3 53
選ばれられ 8 0 0 0 8
見れられ 16 1 4 185 206
見らられ 1 0 1 6 8
見られられ 4 0 2 16 22
食べれられ 19 1 0 461 481
食べらられ 2 0 0 16 18
食べられられ 0 0 0 22 22
来らられ 3 9 0 1 13
来られられ 3 6 0 3 12
来れられ 34 121 0 71 226
さられ 328 64 3 2 397
さらられ 0 1 0 0 1
されられ 118 25 0 0 143
しれられ 0 0 0 38 38
せらられ 2 0 1 0 3
せられられ 4 0 0 0 4
せれられ 4 0 0 1 5
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用の動詞ではなくなっているということである。
　「来る」のら抜き言葉「来れる」に助動詞「られる」が接続した「来れられる」は、尊敬の意
味で使用される例が最も多い（226例中121例）。ら抜き言葉から派生した「来れられる」は尊敬
語の新形式とみることができるのではないか。ら抜き言葉の「来れる」は動詞として一語化して
おり、ら抜き言葉の「来れる」が可能専用の意味ではなくなっているものと考えられる。
８，受身表現「されられる」と使役受身表現「させられる」の混淆
　規範的な口語文法では、サ行変格活用動詞「する」に受身の助動詞が接続するとき「さ・れる」
となるが、【表６】に示すように、〈ら入れ言葉〉では、サ行変格活用動詞で受身の意味を表わす
とき、「さ・られる」・「さ・れ・られる」となる例が多い。
　６節で述べたように、『ウェブコーパス』の文字列検索の抽出例「されられ」4344件のうち、「考
えされられ」の抽出例は1093件であるが、この〈ら入れ言葉〉の「考えされられ」は、使役受身
表現の「考えさせられ」の意味で使用されていると思われる。これを発信者による誤入力とみる
には用例数があまりにも多く、使用実態として、使役の助動詞「せる・させる」と助動詞「れる・
られる」とが意味用法上で混乱している状況があるものと考えられる。
　（54）（55）は、同一文中で受身の〈ら入れ言葉〉「されられる」と、使役受身の「させられる」
が併用されているが、意味上の区別がみられる。
　（56）（57）は、受身の〈ら入れ言葉〉「されられる」の例であるが、文意では使役受身の「さ
せられる」と交替可能であり、「されられる」と「させられる」との意味上の区別は困難である。
　（58）（59）は使役受身の「させられる」と、〈ら入れ言葉〉「されられる」が同一の文中で併用
され、意味上の区別がない。単純な誤入力である可能性もあるが、「させられる」と〈ら入れ言葉〉
「されられる」とが混淆していることも考えられる。
　自動詞が受身文になると、いわゆる「迷惑の受身」の文となるが、使役受身の「させられる」
に「迷惑を被る」という意味があるために、受身の〈ら入れ言葉〉「されられる」と、使役受身
の「させられる」との間に混淆が生じているのではないかと考えられる。
　（54）それが、いつから、どのようにして、「医療が自らの質を問う指標」から／「医療に値す
るかどうか、医療が患者の質を問う指標」や、／「生き方や死に方を医療が評価して社
会に提言するための指標」へと／転換されられていったのか、また転換させられていき
つつあるのか。（Ashley事件から生命倫理を考える、2009年５月５日）
　（55）…つ、強すぎる。というかリンチされるかされられるかの違いで、リンチされたら
＼（＾o＾）／（みぞさんの溝、2009年４月24日）
　（56）音感教育をがっつりされられました（Egg-plant、2010年５月20日）
　（57）完全復活したはいいけど、まさかあんな姿にされられるとは思ってなかっただろうなあっ
て。（特撮アニメにドラマ萌え！、2011年８月29日）
　（58）中身については言及しないけど、電車ん中でニヤニヤされられたり、胸ん中ゾクゾクさ
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せられたり、頭ん中チリチリさせられたり（Siren.、2008年１月27日）
　（59）私も歯医者さんで練習させられ（笑）子供の検診時にも練習されられ（笑）そこそこ上手に
は磨いている気もしますけど…（今日の出来事エッセイ風、2007年９月19日）
まとめ
　これまでに述べてきたことをまとめると以下のとおりである。
　『ウェブコーパス』を資料として調査した範囲では、〈ら入れ言葉〉の形態的な発生は、動詞・
助動詞への助動詞「れる・られる」の過剰な接続によるものである。規範的な文法の範囲では助
動詞で表わす意味が不足しているという心理が使用者にあり、過剰な接続を行っている。可能動
詞・ら抜き言葉は可能専用の表現ではなくなっており、自発・受身・可能・尊敬の意味を表わす
場合に助動詞「れる・られる」を接続させているが、〈ら入れ言葉〉の使用者においては規範的
な文法の知識が稀薄であることから、動詞の未然形がア段音の語形であっても助動詞「られる」
を接続させたり、助動詞「られる」を複数個接続させたりするようになった。
　〈ら入れ言葉〉の意味用法は、可能の意味のみならず、自発・受身・尊敬の用法すべてにわたっ
てその使用例が確認でき、サ行変格活用動詞の〈ら入れ言葉〉では受身の用法が最も多い。
　サ行変格活用動詞の〈ら入れ言葉〉「されられる」と、使役受身表現の「させられる」との混
淆の例が目立つ。
　以上の点から、規範的な現代日本語文法を基準としてみると、インターネット上で産出される
日本語の運用は混乱の極みにあるものと言わざるを得ない。
【注】
（１）規範的な助動詞接続型は、五段活用動詞・サ変動詞の未然形（語尾がア段音）＋助動詞「れ
る」と、上一段・下一段（下一段型活用の助動詞「（さ）せる」を含む）・カ変動詞・サ変
動詞の未然形（語尾が非ア段音）＋助動詞「られる」である。可能動詞は五段活用動詞の
下一段化、ら抜き言葉は上一段・下一段・カ変動詞の未然形（語尾が非ア段音）＋助動詞「れ
る」である。れ足す言葉は可能動詞＋「れる」である。〈れれる言葉〉とは、規範的な助動
詞接続型・可能動詞・ら抜き言葉に「れる・れれる」が過剰に接続した形式をいう（浅川
2016）。
（２）『国語研日本語ウェブコーパス』は、ウェブを母集団として100億語規模を目標として構築
した日本語コーパスである。ウェブ（WWW）上の日本語テキストを利用して100億語を超
える規模の現代日本語コーパスを構築することによって、稀言語現象の言語学的、心理学
的および情報処理的視点からの究明の可能性を開くことを目的としている。具体的な応用
として、言語研究のための用例収集、日本語使用実態の定量的な把握などを想定している
（ホームページでの概要説明に拠る）。
　　 http://bonten.ninjal.ac.jp/?ticket=ST-7825-vXblycNIrNmWhAbgt7z5-chunagon.ninjal.ac.jp
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（３）『ウェブコーパス』にテキストデータとして格納されていてもリンク切れになっているウェ
ブサイトの用例は、数値としては計上したが、用例文としては引用していない。
（４）検索の対象とした五段活用動詞は次のとおりである。会う、合う、煽る、あげつらう、遊ぶ、
当たる、扱う、操る、謝る、洗う、争う、歩く、言う、活かす、行く、頂く、伺う、受け
取る、動かす、動く、歌う、打つ、唸る、裏切る、売る、抉る、選ぶ、追いまくる、追い
やる、置く、送る、起こす、行う、怒る、押す、恐ろしがる、おっしゃる、落とす、踊る、
思い出す、思う、泳ぐ、折る、降ろす、終わる、買う、飼う、返す、帰る、限る、書く、
飾る、囓る、貸す、語る、勝つ、被る、変わる、聞く、気に入る、切る、腐る、砕く、配る、
暮らす、汚す、消す、蹴る、断る、困る、壊す、遮る、探す、下がる、咲く、指す、刺す、
誘う、騒ぐ、触る、叱る、仕切る、死ぬ、縛る、締めくくる、しゃべる、知る、吸う、救う、
過ごす、進む、滑る、住む、座る、迫る、足す、出す、戦う、叩く、立つ、楽しむ、頼む、
頼る、使う、作る、包む、綴る、潰す、積む、釣る、連れ去る、手伝う、通る、飛ぶ、泊
まる、止まる、取る、撮る、捕る、盗る、直す、治す、泣く、鳴く、無くす、亡くなる、
殴る、なさる、なぞる、嬲る、習う、成る、握る、抜く、脱ぐ、眠る、練る、残る、乗っ
取る、罵る、登る、飲む、乗り移る、乗る、図る、履く、運ぶ、走る、外す、働く、話す、
憚る、払う、貼る、引き取る、引く、引っ張る、冷やす、開く、拾う、吹く、ぶつかる、
踏む、振り返る、振る、掘る、参る、曲がる、巻く、待つ、祭る、守る、回す、回る、磨く、
実る、見守る、結ぶ、群がる、召し上がる、召し捕る、もぎる、持つ、戻す、戻る、貰う、
盛る、焼く、養う、やる、呼ぶ、甦る、読む、寄る、拉致る、渡る、笑う（197語）。
（５）検索の対象とした上一段段活用動詞は次のとおりである。生きる、いじる、射る、居る、
演じる、老いる、応じる、落ちる、降りる、借りる、軽んじる、感じる、着る、禁じる、
悔いる、朽ちる、講じる、試みる、懲りる、先んじる、強いる、信じる、過ぎる、煎じる、
足りる、通じる、できる、閉じる、似る、煮る、任じる、ねじる、延びる、伸びる、恥じる、
率いる、封じる、報じる、満ちる、見る、命じる、用いる、論じる（43語）。
（６）検索の対象とした下一段段活用動詞は次のとおりである。答える、教える、得る、見える、
栄える、応える、間違える、数える、考える、鍛える、伝える、捕らえる、捉える、与える、
加える、咥える、称える、植える、覚える、据える、整える、超える・越える、飛び越える、
喩える、堪える・耐える、蓄える、唱える、押さえる、抑える、抱きかかえる、建て替える、
切り替える、入れ替える、書き換える、乗り越える、架け替える、揃える、支える、訴える、
添える、変える、替える、換える、持ちこたえる、迎える、置き換える、手控える、差し
押さえる、取り揃える、吠える、切り替える、買い替える、塗り替える、備える、付け加
える、たたえる、聞こえる、受ける、助ける、掛ける、あげる、さげる、投げる、寄せる、
乗せる、載せる、任せる、失せる、混ぜる、はぜる、捨てる、育てる、建てる、果てる、
出る、撫でる、茹でる、寝る、尋ねる、重ねる、跳ねる、訪ねる、経る、食べる、調べる、
並べる、比べる、述べる、集める、舐める、改める、苦しめる、訪れる、流れる、外れる（95
語）。
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（７）長崎県の童歌「でんでらりゅう」の歌詞は以下のとおり。「でんでらりゅうば／でてくるばっ
てん／でんでられんけん／でーてこんけん／こんこられんけん／こられられんけん／こー
んこん」
【参考文献】
浅川哲也（2011）『知らなかった！日本語の歴史』東京書籍
────（2016）「ら抜き言葉と〈れれる言葉〉と可能動詞にみられる自発・受身・尊敬の用法
について─振れれるのもいやだし・いじめれれる子供・女性にことわれ続け─」『言語の研究』
第２号
────（2017）「ら抜き言葉と〈れれる言葉〉の拡大─日本語母語話者の〈誤用〉問題─」『文
学・語学』第221号
浅川哲也・竹部歩美（2014）『歴史的変化から理解する現代日本語文法』おうふう
庵　功雄（2003）「ら抜きことば」（『やさしい日本語のしくみ』くろしお出版）
市川保子（2005）「誤用研究」（『新版日本語教育事典』大修館書店）
金水　敏（2003）「ラ抜き言葉の歴史的研究」『月刊言語』32-04
坂梨隆三（1969）「いわゆる可能動詞の成立について」『国語と国文学』46-11
佐藤武義（2007）「可能・自発の助動詞」（飛田良文・遠藤好英・加藤正信・佐藤武義編『日本語
学研究事典』明治書院）
島田泰子（2014）「〈何事かをなし得た人〉に見る、言語変化の一兆候―補助動詞〈〜得る〉の意
味変化―」『近現代日本語における新語・新用法の研究』国立国語研究所共同研究報告13-03
田中ゆかり（2014）「ラ抜きことば」（佐藤武義・前田冨祺編集代表『日本語大事典（下）』朝倉
書店）
松田謙次郎（2012）「日本語の攻防【文法】ら抜き言葉」『日本語学』31-15
宮田公治（2009）「ら抜き言葉の展開（発生から定着へ）」（中山緑朗・飯田晴巳・陳力衛・木村
義之・木村一編『みんなの日本語事典─言葉の疑問・不思議に答える─』明治書院）
日高水穂（2009）「言語変化を抑制する誤用意識」『日本語学』28-09
（あさかわ・てつや　首都大学東京）
